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1. 緒論 

大阪湾湾奥に位置する尼崎運河は，防災面を考慮し水位管理された閉鎖性海域である．周辺工場からの流入

負荷が蓄積しやすく，通年に渡り富栄養化状態にある世界有数の汚濁水域である．運河に生息する生物を利用

した水質浄化施設が 2012年 3 月に竣工し，本施設を市民活動の拠点として利用する取り組みが開始された． 

しかし，本水施設は杭桟橋式構造物であるものの，人工干潟の地盤高を管理水位下とするために床板下面が

没水する構造となっており，そこに多量の生物が付着することによる三次汚濁の発生が予想された．その対策

として下面に空気層を形成する方法の事前評価 1)を経て，本施設下面に空気層を形成するシステムが導入され

た．そこで本研究は，本施設での空気層形成による生物付着防止方法の有効性を評価することを目的とした．

なお，空気層はポンプで定期的に空気を水中底部に送り込むことにより形成・管理されており，竣工後より維

持されている． 

 

2. 調査方法  

2014年 11月 16日に，空気層が形成されていた箇所(St.A)の床板下面部と，空気層が形成されていない施設

側面および底面(St.B)の 2地点水中において，30cm×30cmコドラートを用いて付着生物を剥ぎ取り，付着生物

量，付着生物種の分析に供した．St.A については，空気層厚さの測定を同時におこなった． 

また，St.Aと St.Bの直下，本施設より西 15ｍの地点である St.C の 3地点で無撹拌柱状採泥をおこなった．

底泥はコアサンプル採取用無撹拌円筒型容器（φ10cm×h50cm φ4.5cm×h10cm）で採取し，φ10cmのものは，

AVS，底泥堆積厚，堆積物量，生物種に供した．φ4.5cmのものは遠心分離器により間隙水を抽出後，ろ過した

ものを TNTP オートアナライザー（BLTEC AACS-V）で DIN，PO4-Pの測定をおこなった． 
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図 1 本施設の構造および調査地点 

3. 実験結果と考察 

 3.1 生物付着 

 St.A における空気層厚を計測した結果，約 25cm の空気層が形成されていた．St.A,B の施設底面と壁面への

付着生物重量を図 2に示す．St.A では，生物付着は確認されなかった．空気層のない施設側面の St.B ではフジ

ツボ類や二枚貝などの生物の付着が確認された．尼崎運河での優占種はコウロエンカワヒバリガイであり，施

設側面に付着した生物相でも同様の傾向がみられた．St.A,Bの直下おける底泥内の脱落生物重量を図3に示す．

付着生物および脱落生物は，St.A では確認できず，これは空気層形成による効果であったと考えられる． 
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図 2 付着生物量 図 3 脱落生物量 図 4 底泥堆積厚 

 3.2 底質 

 図 4に St.A,B,C の底泥堆積厚，図 5に各地点の深度別 AVS，図 6に各地点の間隙水 DIN を示す．図 4より，

底泥の堆積厚は St.Aと比較して St.Bの方が約 20cm大きかった．図 5より，AVSの値は深度 0-5cmで，St.Aと

St.Bの値が同程度の値であり，St.Cの値が最も大きかった．また，St.BのAVSを深度別でみてみると深度 10-20cm

の値が最も高かった．これは St.Aと St.Cでは堆積した植物プランクトン由来の有機物が底泥表層に堆積し嫌気

分解され，St.B では施設側面に付着していた二枚貝が脱落し，軟泥中に沈みこみ底泥内で嫌気分解されやすい

傾向にあるためと考えた．間隙水中の DIN 濃度は St.B が最も高く，St.Aと St.C であった．特に St.Bと St.Cで

は底泥の堆積厚は同程度で，その AVS は St.C の方が高かったにもかかわらず DIN は St.Bの方が高くなってい

た．図 7に PO4-P について示す．PO4-P についても同様の傾向であった．このことから，半没水型構造物に付

着した生物が脱落することで，植物プランクトン等が堆積した場合よりも，底泥中からの栄養塩回帰による負

荷が高くなる可能性があることがわかった．  

しかしながら，St.Aと St.C と比較したとき，底泥堆積厚と AVSは St.A の方が低く，間隙水中の DINは同程

度の値であったことから，空気層を形成し生物付着を抑制することで，施設直下の底質環境悪化を抑制するこ

とが出来たと考えられる．また，水面上に構造物が出来たことで構造物直下への植物プランクトン由来の負荷

が軽減されることが示唆された．  

 

  

 

図 5 深度別 AVS 図 6 間隙水 DIN 図 7  PO4-P 

4. 結論 

半没水型構造物に空気層を形成することで，生物付着とそれに伴う底質汚濁を抑制し，周囲の底質と同程度

の状態を維持もしくは底質悪化の抑制をできることが明らかにった． 
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